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RE-Usersサミット2026 エネルギー危機を乗り越える自然エネルギーの導入効果

ヒューリックグループの再生可能エネルギー・電力事業の紹介
全保有建物100％再エネ化に向けた取り組み



ヒューリックグループについて1

会社名

所在地 東京都中央区日本橋大伝馬町7-3

代表者
代表取締役会長 西浦 三郎

代表取締役社長 前田 隆也

事業内容 不動産の所有・賃貸・売買ならびに仲介業務

設立 1957 年3月

決算月 12月

市場 東証プライム【証券コード3003 】

資本金 1,116 億985 万円

従業員 単体233 名

JCR格付 AA- / 安定的

(2025 12Ὦ Ⱳ ˣ 2∏ʾ ♁Ứאּ
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オフィスについては、 に多数の中規模ビルを保有。

商業については、ショッピングセンターの運営を行うほか、「HULIC &New 」ブランドでの都市型中規模コンパクト商業施設をシリーズ展開。

オフィス事業 賃貸住宅事業

ヒューリックレジデンス駒込

商業事業

ヒューリックみなとみらい(コレットマーレ)

ヒューリック板橋ヒューリックＪＰ赤坂ビル渋谷 パルコ・ヒューリックビル
大手町プレイス
(イーストタワー)

HULIC &New SHIBUYA HULIC &New SHINJUKU HULIC &New GINZA NAMIKI6LICOPA鶴見

ヒューリック神宮前タワービルディング
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弊社では4K (観光・高齢者・環境・教育事業)に力を入れております。観光関連ではホテル及び旅館の開発・保有に加え、運営に参入。

高齢者施設の投資開発実績はアジアトップレベルとなっています。

観光事業

üホテル運営～子会社 ヒューリックホテルマネジメント㈱及び
2019 年9月に完全子会社した日本ビューホテル㈱にて運営

ü高級温泉旅館～子会社 ヒューリックふふ㈱にて11施設運営。

ザ・ゲートホテル横浜

熱海ふふ

üホテル投資～8物件を所有

東京ﾍﾞｲ舞浜ﾎﾃﾙｸﾗﾌﾞﾘｿﾞｰﾄ

浅草ビューホテル

ホテル日航金沢

ザ・ゲートホテル東京

ふふ河口湖

高齢者事業

ü高齢者施設～60棟・4,500 室超の投資開発実績

アリスタージュ経堂 ホスピタルメント武蔵野

ü医療～病院の保有・開発 ü納骨堂開発

新札幌豊和会病院 宗教法人一行院千日谷淨苑

üスマートハウジング構想

¸ AI・IOTを活用し、見守りシステム、介護記録ツール等のプラット

フォームを備えた施設の提供を目指す構想を検討中

¸ 2020 年にエコナビスタ㈱と資本業務提携を締結

(2023 年7月26日 東証グロース上場)
∏ʾ Ứ♁ふふ銀座אּ



ヒューリックグループについて1

6

RE100、木造建築事業

ü耐火木造建築への取組

HULIC &New GINZA 8

・住所：中央区銀座8-9-15

・入居テナント：Apple 銀座店等

・建物：地下1階・地上12階、延床2,450 ㎡

・設計・施工：竹中工務店

・デザイン監修：隈研吾建築都市設計事務所

üRE100の加盟

⇒ 「事業運営を100% 再生可能エネルギー※2で調達すること」を
目標に掲げる企業が加盟する、国際的なイニシアチブ

⇒ 2025 年12月末時点、日本で計95社が加盟

※2…水力、太陽光、風力、地熱、バイオマス
ü小水力発電事業の第1号物件が群馬県利根郡にて2021 年9月

に稼働開始

⇒その他国内複数箇所にて、開発計画を進捗中

太陽光・小水力発電事業/ 電力事業

üFIT制度※3を利用しない太陽光発電設備の開発事業を推進

※3…再生可能エネルギーにより発電された電気の固定価格買取制度

加須市の太陽光発電設備 川場谷小水力発電所

üグループ会社に小売電気事業機能を設け、

グループ完結型コーポレートPPAを実施

∏ʾ ♁Ứאּ
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Âリソー教育・コナミスポーツとの業務提携に基づき、こども向け
ワンストップサービスを提供するビル「 」のシリーズ展開着手

Âこどもでぱーとは、渋谷一丁目地区共同開発事業を含む6カ所での
展開が決定済(右記参照)

リソー教育の事業：学習塾「ＴＯＭＡＳ等」の運営及び幼児教育事業「伸芽会」等

コナミスポーツの事業：スポーツクラブ・受託施設の運営、健康・運動指導、健康関連

Â Ḳ

Â2029 20 を展開

1 こどもでぱーと中野 2025 年

2 こどもでぱーとたまプラーザ 2025 年

3 プロジェクトA 2026 年

4 渋谷一丁目地区共同開発事業 2027 年

5 （仮称）こどもでぱーと本八幡2027 年

6 プロジェクトB 2028 年

Â Ḳ

①こども教育をメインとした特化型施設

②ワンストップサービスの提供(コンシェルジュ・送迎等)

③こどもの安心・安全をはじめとした環境の整備
∏ʾ ♁Ứאּ
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2025 2 ḱ ṇ לּ ṇ ṇ ṇ

ヒューリックグループ 組織図
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全保有建物の再エネ化について



2 全保有物件100％再エネ化への取組み

全保有物件の100 ％再エネ化（2029 年）によりステークホルダーへ環境価値の提供し、低炭素社会＆循環型社会を目指す

12∏ʾ ♁Ứאּ



2 全保有物件100％再エネ化への取組み

︣ 100% ṇ ︣ טּ RE100 2023 Ḯ
ṡ 15 Ṣ ḭ ễ ḭ ( )Ḯ

CDP ךּףּ 2024 ḭ ṡA Ṣ Ḯ

3 ḱ

A

RE100

CDP

13

RE100

∏ʾ ♁Ứאּ



2

14

全保有物件100％再エネ化への取組み

ṣ ḭ Ṥלּ

Å ṕ FITṖ + 
Å טּ CO2
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全保有物件100％再エネ化への取組み

כֿ
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全保有物件100％再エネ化への取組み

[ 1.1MW]

10 12.9MW

[ 1.7 MW]

3 4.0MW

[ 0.7MW]

2 1.1MW / 3 0.8MW

[ 3.2 MW]

18 27.4MW

[ 2.0 MW]

20 20.2MW

[ 3.7MW]

10 12.1MW

[ 0.8 MW]

15 16.1MW

[ 1.0 MW]

29 28.9MW

[ ( ) 0.2MW]

[ ( ) 0.2 MW]

1 0.2MW

130MW(110 )ḭ 1.0MW(4 צּ(
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全保有物件100％再エネ化への取組み

PPA ︡ ḭ ︡ ︡ צּ ḭ

建築(屋上)面積 4,071 ㎡

発電容量 550kW
(パネル1,080枚)

年間発電量 550,000 kWh/年
当建物の約20％程度の電力削減効果

設備投資額 約100百万円

CO2削減効果 242 t-CO2 /年
（0.441kg-CO2/kWhとして試算）

電気料金削減効果 ▲10百万円/年
(¥19/kWhとして試算)

建物工事と同時に
太陽光パネル（ 550kW ）を設置

Ẍ ṇ /

∏ʾ ♁Ứאּ
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全保有物件100％再エネ化への取組み

ể. 2 MW 0.6 MW LICOPA 0.3 MW

2.0 MW 0.6 MW 2.1 MW

∏ʾ ♁Ứאּ
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全保有物件100％再エネ化への取組み

2 ṡ Ṣ

● を開発。太陽光発電と組み合わせ、電源調達の強靭化を目指す。

●2026 4 4 ṕ 1000kW) צּ Ḯ ể Ḯ

物件名 規模 運開時期

群馬県川場村 200 kW 2021 年

滋賀県高島市 200 kW 2023 年

群馬県沼田市 200 kW 2024 年

群馬県川場村 400 kW 2026 年

長野県松川村 500 kW 2026 年

長野県松川村 500 kW 2027 年

岩手県宮古市 700 kW 2027 年

岩手県住田町 500 kW 2028 年

合計 3,200 kW

発電イメージ

ṕ Ṗ

∏ʾ ♁Ứאּ



再エネPPAによる電力供給の優位性と安定供給化に向けた取組



3 再エネPPAの優位性と安定供給に向けた新たな取り組み

PPAṕ Ṗ

PPAẑ ḭ ṕ Ṗ צּ טּ ḭצּ
ḭ ḭ קּ ṇ לּ

ẑPower Purchase Agreementṕ Ṗ

ṡ Ṣאל וֹ ḭשּ ḱ ḱ ḱ צּ Ḯ

一般的な電力供給 再エネPPA 論点の整理

調達電源 市場調達・FIT電源 （市場価格） 非FITまたはFIP（価格固定） 電源由来と価格形成が異なる

契約期間 短期（１年～数年） 長期（10年～20年） 柔軟性と安定性のトレードオフ

電力価格 変動 長期固定 （一部変動もあり） 市場高騰リスクへの備え

環境価値 市場調達 相対取引/ 電力価格に含む場合あり 追加性・トラッキングの確認が必要

メリット 単年での電気契約の切替が可能 電力市場の影響を受けにくい 中長期の価格安定化に寄与

デメリット
電力市場影響を受けやすい
（高騰リスクを負うことがある）

長期契約による価格固定
（市場安定断面では割高の可能性有）

短・中・長期の時間軸における
総合的な判断が必要

21∏ʾ ♁Ứאּ
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リスク１

ḱ ṕ ṇ Ṗ
ḱ ṕ ḱ Ṗ

リスク2 פּ ẑ
ẑ לּךּ ḭ פּ ḭצּךּ︡
פּךּ פּ ︣שּ פּ

︣ כֿ Ḯ

אל ṕ Ṗ

ḱ

ḱ וֹ ḭשּ כֿ ḭ

Ḳ צּ ṇ
צּ ṇ

ḱ צּ ṇ
אל ךּ

ḱ

対応

対応

再エネPPAの優位性と安定供給に向けた新たな取り組み

PPA ṇ וֹףּ ṕ Ṗ
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再エネPPAは価格固定のメリットがある一方、発電変動・需給不一致により一定の市場調達リスクを残す

再エネPPAの優位性と安定供給に向けた新たな取り組み

אל
ḱ צּ ︣ Ḯ

צּ ךּ ṇ צּ ︡ ךּ טּצּ Ḯ

פּ ︣ ḭ וֹ Ḯ

צּ ḱ ︣ צּ Ḯ

23

PPA
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発電変動を吸収し、安定した再エネ供給に近づけるためには、電源・蓄電池・需要側の組合せが重要

価格の固定だけでなく、「分散電源」＋「蓄電池」＋「需要平準化」による安定供給モデルを推進する

再エネPPAの優位性と安定供給に向けた新たな取り組み

ṇ ṇ
ḭ

ḱ ḭ

︡ḭ ḱ

ḭ ︣

24

PPA
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再エネ電源は調整機能を有さない（発電量が天候に天候に左右される）ため、電力の余剰・不足を火力発電の調整機能に依存。

特に休日は、事務所の電力需要が低下、太陽光発電による電力が余り、夜間や夕方の電力の不足が顕在化。

になる。

再エネPPAの優位性と安定供給に向けた新たな取り組み

PPA Ḳ

∏ʾ ♁Ứאּ



3

26

●再生可能エネルギー（以下、「再エネ」）の導入拡大が進む一方で、不安定電源である再エネ
比率が高くなることから、変動する電力需給に対応する の確保が必要。

●蓄電池は、再エネの余剰電力の充電、需給ひっ迫時の放電等の調整をすることで、需要と供給のバランスを取る役割を担う。
●「追加性」と「強靭化」に加え、「調整力」を組み合わせることで、より安定した電力供給に貢献。

●2034 10 1,000 への投資を決定。
●上記の取組に加え、蓄電池併設型太陽光発電も開発中であり、2025 年7月に蓄電池併設太陽光発電第2号が稼働。

系統用蓄電所イメージ 蓄電池の運用イメージ

再エネPPAの優位性と安定供給に向けた新たな取り組み

ṡ Ṣ

∏ʾ ♁Ứאּ
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פ3ּ צּ ḱ Ḯ2026 20

2.0 MW/8.0 MWh

2025 12

2.0 MW/8.0 MWh

2025 10

2.0 MW/8.0 MWh

2026 4

2.0 MW/8.0 MWh

2026 8

2.0 MW/8.0 MWh

2026 8

2.0 MW/8.0 MWh

2026 8

再エネPPAの優位性と安定供給に向けた新たな取り組み
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再エネPPAの優位性と安定供給に向けた新たな取り組み
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再エネPPAの導入においては、「短期的な単価の比較」ではなく、電力市場の変動リスクを抑える効果を評価し、
「長期契約＝硬直性」ではなく、堅牢性のある電力供給システムと整理。

再エネPPAの優位性と安定供給に向けた新たな取り組み

価格安定性

χ◕ ‰ зІϼϬ Πϥ♪

環境価値

ḕẽᴣ Ϭ ṍ τᶎ βϥ♪

追加性

ṛ™ϵКᵫ ϒχ‟ᾅϬꜘβ♪

供給安定性

ӗ ᾛϞ π ḁβϥ♪

今後の再エネの拡大に向けて

™ϵКᶈ χ ψʺ χϯϽзϿ˔ЄдрιΪπψσΨʺ ᴪ ●χ ὀτΚϥʻꜛּזḁὫἷPPAΤϣԁ ϙʺ ḼỘρχ
ᴪ ὀϞẶ Ɫ Ϭ αοʺϢϤ῟ σ™ϵКᶨ ρ θσ™ϵК Ϭ ◙βʻḼỘΥ Κϥ ᴪρΰο™ϵК ρ
ᾛᵫ Ϭ◦ΠϥάρΥʺ₈ῇχ™ϵК◕ ᶈ τΣΜο ρσϥʻ
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ご留意頂きたい事項

1. Ɫ ψʺ τΣΪϥם„ ằ Ϭ ρΰο ⌠Υזּ ΰθϜχπΚϤʺ γΰϜ Ɫ τΣΪϥᵓὓʾ ʾ χ︡ϤӌΜϬ βϥϜχπψΚϤ
Ϙδϭʻ

2. Ɫ ψʺᴦ σᾢϤ ᶎσ τṁξΜο⌠ ΰοΣϤϘβΥʺ Υζχזּ ᶎ ẉόᶎם Ϭ βϥϜχπψΚϤϘδϭʻ

3. Ɫ ψʺ⌠ ᾝ∕χ τṁξΜο⌠ ΰοΣϤϘβΥʺᶆ χ︡ϤӌΜψ γΰϜԁ πψσΨʺᾤˑχ︡ԏτᴂαοᵔּתΥӰσϥᴦ ΥΚϤϘ
βʻϘθʺᶆ ψ  τσϥᴦ ΥΚϤϘβʻ

4. Ɫ τΣΜοψʺԁ χᴠ τṁξΜθ♯▄ Ϭ“μοΣϤϘβΥʺ ᵺ♯▄Ὣᴮψԁ χᴠ τṁξΨὓ▄πΚϤϘβʻ

5. ʺψזּ Ɫ χ ⌠ᾂϬ ΰοΣϤʺ Ɫ χԁ ψ χ ẉό™ τνΜοψʺ χזּ τϢϥⱧ χẨᴦϬ ρΰϘβʻ

6. Ɫ τḩ ΰο αθԁ χ ᵲτνΜοψʺ ψזּ Ϭ ΜϘδϭʻ

ӟ
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